No.8【ワークシート】学童期（接し方）子どものほめ方しかり方

	「こんなとき、どう言葉をかけますか」

・何度注意しても、玄関の靴をそろえられないとき。
・学校からのお便りを親に渡さなかったため、学校行事に参加できなかったとき。
・早くに寝なさいと言っているのにいつまでもゲームをしていて、翌朝起きられないとき。
・毎日行うと約束したお手伝いを何日も続けてしないとき。
・注意したことに対し、「でも～、だって～」と言って直そうとしないとき。
・友達の落とした鍵を探していて帰りが遅くなり、習い事に遅刻してしまうとき。
・テストが１００点だったとき。
・テストが２０点だったとき。
　（一生懸命勉強していた場合と何も勉強していなかった場合）
　それぞれの場合、お母さん（お父さん）は、Ａさんになんと言いますか。
 ※あなたがお母さん（お父さん）の立場だったら、どうしますか。
　 言いたいこと、やりたいことをメモしましょう。



☆２人組になって、メモをもとにお母さん（お父さん）とＡさんに分かれて役割演技をしてみましょう。１分間、それぞれの役割で、自由に続けてください。時間になったら、役割を交代します。
☆会話の続き（役割演技）をして、感じたこと、気付いたことはありますか。
	

	


☆子どもを「ほめる」または「しかる」場面で、心がけていること、困ったことやうまくいったこと、心がけていることや工夫していることはありますか。

	

	


　
☆話合いをとおして、気付いたことやこれから取り組みたいことをメモしましょう。
	

	


